
令和４年度予算の概要について 
 
 
【会計区分別予算額等】                           千円 

会計区分 令和４年度 令和３年度 比較増減額・増減率 
一般会計 23,700,000 23,790,000 △90,000 △0.38% 
特別会計(７会計) 8,269,540 8,110,540 159,000 1.96% 
企業会計(４会計) 6,797,606 7,049,145 △251,539 △3.57% 

合  計 38,767,146 38,949,685 △182,539 △0.47% 
 
 
【一般会計の主な特徴】 
１．令和３年度に次いで合併後過去３番目の予算規模に 237 億円 
 ◇大型建設事業等の完了により普通建設事業費が 997,562 千円減額となる一方で、将来のまちづくり

や地域振興のための計画的な基金積立により積立金が 903,609 千円増額となることが大きな要因 
  ※平成 30 年度が 239.9 億円で過去最高規模 
  ※【完了した主な大型建設事業と予算減額】 

   一般廃棄物最終処分場整備事業△947,476 千円  新テニスコート整備事業△185,011 千円 
  ※【予算額】基金積立金 1,209,205 千円（うち地域振興基金 976,293 千円） 
 
 
２．予算構成から見る歳入の特徴 
（１）市税が 153,860 千円 ( 3.8％) 増額する一方で、地方特例交付金が 243,000 千円 (△91.0％) 減額 
  ◇コロナの影響による軽減措置が終了したことに伴う固定資産税の増額    150,513 千円 
  ◇コロナの影響による地方税減収に対する補てん分の地方特例交付金が皆減 △243,000 千円 
   ※【予算額】市税 4,222,765 千円  地方特例交付金 24,000 千円 
 
（２）普通交付税が 413,930 千円 (5.4％) 増額する一方で、臨時財政対策債が 414,213 千円 (△52.2％) 

減額 
  ◇普通交付税と臨時財政対策債の合計額は前年度比 283 千円の微減 
   ※【予算額】普通交付税 8,149,920 千円  臨時財政対策債 379,081 千円 
 
（３）国庫支出金が 170,237 千円 (△7.7％) 減額する一方で、県支出金が 111,176 千円 (8.6％) 増額 
  ◇最終処分場整備完了により衛生費国庫補助金が減額         △98,700 千円 
   都市再生整備事業量の減少により土木費国庫補助金が減額     △189,119 千円 
  ◇地域密着型介護サービス整備事業により民生費県補助金が増額    79,677 千円 
   林業施設災害復旧事業により災害県補助金が増額          44,444 千円 
   ※【予算額】国庫支出金 2,034,042 千円  県支出金 1,398,463 千円 
 
 
（４）基金からの繰入金は 45,000 千円 (△3.1％) の微減 
  ◇４年連続して繰入金を抑制（平成 28 年度の繰入規模(1,333,549 千円)に近づきつつある） 
   ※【予算額】基金繰入金 1,402,611 千円 
 



（５）市債の発行額は 334,913 千円 (△9.8％) の減額 
◇将来のまちづくりや地域振興に向けた地域振興基金創設にかかる市債発行 927,200 千円の要因

を除くとハード事業にかかる市債発行 (1,792,900 千円) は令和２年度規模 (1,790,900 千円) に
縮減 

   ※【予算額】3,099,181 千円（うち臨時財政対策債 379,081 千円） 
 
 
３．予算構成から見る歳出(目的別経費)の特徴 
（１）総務費は 34.2％ (1,007,269 千円増) の伸び 
  ◇将来のまちづくりや地域振興のための基金積立による増額       976,293 千円 
  ◇ふるさと寄附金目標額の増による推進事業費の増額           94,449 千円 
   ※【予算額】総務費 3,949,183 千円 
 
（２）衛生費は 25.1％ (798,286 千円減) の減 
  ◇一般廃棄物最終処分場整備完了による環境衛生施設整備費の減額   △947,476 千円 
  ◇一方、新型コロナワクチン接種対策事業の増額            160,991 千円 
   ※【予算額】衛生費 2,379,260 千円 
 
（３）土木費は 7.1％ (226,708 千円減) と微減 
  ◇イベント広場整備事業の皆減や森８号線・幸田２号線改良事業の減額 △488,758 千円 
  ◇一方で、道路メンテナンス事業、社会資本整備総合交付金事業、国道 41 号門原防災事業促進費 

などの道路改良事業費の増額                    345,509 千円 
   ※【予算額】土木費 2,977,132 千円 
 
（４）消防費は 32.6％ (345,314 千円増) の伸び 
  ◇消防指令システム更新整備による増額   387,691 千円 
   ※【予算額】消防費 1,403,568 千円 
 
（５）教育費は 14.7％ (330,282 千円減) の減 
  ◇萩原小学校長寿命化改良事業費の減額                △131,570 千円 
  ◇下呂テニスコート整備完了による保健体育施設整備費の減額      △185,011 千円 
   ※【予算額】教育費 1,917,277 千円 
 
（６）公債費は 5.4％ (149,399 千円減) の減 
   ※【予算額】公債費 2,606,267 千円 
 


